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◎基本料金

水道料金が

チ
ラ
シ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
よ
う
に
、
水
道
料
金
が
改
定
と

な
り
ま
し
た
。

新
料
金
は
、
六
月
検
針
分
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
集
金
人

が
お
宅
に
お
伺
い
す
る
「
七
月
」

か
ら
新
料
金
で
お
支
払
い
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振

替
の
方
は
、
「
七
月
二
十
五
日
」

の
引
落
し
か
ら
と
な
り
ま
す
。

水
巻
町
は
水
源
を
も
た
ず
、
北

九
州
市
と
中
間
市
か
ら
買
っ
て
給

水
し
て
い
ま
す
。
無
駄
な
水
・
海

水
に
は
皆
で
監
視
し
、
漏
水
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
水
道
謀
に
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。

水
道
料
金
の
支
払
い
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
金
融
機
関

で
「
口
座
振
替
」
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
み
を
し
て
い
た
だ

く
と
、
あ
と
は
あ
な
た
の
頭
金
口
座
か

ら
水
道
料
金
を
支
払
っ
て
く
れ
る
大
変

便
利
な
制
度
で
す
。
と
も
働
き
の
家
庭

留
守
が
な
ち
家
庭
、
来
客
の
多
い
商
店

な
ど
に
大
変
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
取
扱
金
融

機
関
へ
、
頸
金
の
印
鑑
と
最
近
お
支
払

い
に
な
っ
た
水
道
料
金
の
領
収
書
を
持

参
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

口
座
で
の
引
落
し
は
、
毎
月
「
二
十

五
日
」
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用

し
て
い
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
入
金
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
坂
扱
金
融
機
的
〕

○
遠
賀
信
用
金
庫
　
○
福
岡
銀
行

○
西
日
本
銀
行
　
○
福
岡
相
互
銀
行

○
遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合

ナ

遜 奉承登 、 敏 美 や 「 圭 薮 悲

哀薄

衰残㌣壷浮説壷
≠ 1ｈｍ 1 ，00 0円 譲 ニここ；．1守 す 掛 ㌍

卓、′．．、

澄、．′‾こ
謡掟誉

≠ 2伽ｕｎ 1 ，13 0 円 ふ 十
辣 恒 画 素

′熊．、ミ
′＿こギ薫．こ2．：Ｚ

ヨ ≠ 2ｈｍ 1 ，15 0 円 謙 声 5．0 叶 誉

、ノミ3ややた、一一ミ

照

査薫宕葱
Ｊ′、こ、2

メ4αｎ汀ｌ 1 ，33 0円 簿 ，、6 ．8 0 円

訂登高萩：≡渡 メ5伽ｕｎ 2 ，75 0円 Ｋ　′し
新 調 醸 0 円 ′

整流煎盗み メ 75ｍｍ 3 ，35 0 円 ㌫ 守 車 璃

隼磐盗 ≠ 1恥 皿 3 ，95 0 円 三木 ‾3 、0、．0 円

魂 癖 覿 2 ，50 0円 執 譲 事 増 光

※　共用給水は、一般の口径13ｍｌｌと同練になります。

◎超過料金
、ノミ雄
三ニ、≡ は 濾 「 癖 読 駐

だま聖璧も語慰産、ハ、、く 遺業善壷※竺葦㌍

義超 越水蜜 及 ′ｉｌ

11ｌｄか ら20ｎｆまで
1 Ｉｄにつ き

165円

21ＩＪか ら40ｎｌまで

210円

■ 瀬 畑
薄串 麺 蝉 康 喜 1 Ｉがにつ き

41汀ｆ以上
1 1がにつ き

浮 華 璃 喜

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
　
次
の
点
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
安
全
運

転
と
、
子
供
た
ち
へ
の
思
い

や
り
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、

☆
子
供
の
ヶ
飛
び
出
し
″
は
突
発
的
で

す
。
子
供
の
姿
を
見
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を

五
月
五
日
の
節
句
に
は
、
男
の
子

の
数
だ
け
こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
る

ー
　
昔
は
こ
い
が
三
匹
も
四
匹
も
泳

い
で
い
る
家
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
子
だ
く
さ
ん
の
時
代
だ
っ

た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
は
、
子
供
二
人
が

〝
棲
準
家
庭
″
。
こ
い
も
一
匹
か
、

せ
い
ぜ
い
二
匹
が
い
い
と
こ
ろ
。

そ
れ
で
は
寂
し
か
ろ
う
と
い
う
わ
け

で
、
最
近
は
、
赤
、
黒
、
青
の
三
匹

セ
ッ
ト
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
な
か

に
は
、
黄
色
、
緑
色
な
ど
ヶ
突
然
変

異
″
の
よ
う
な
色
の
も
加
え
た
五
点

こいのぼり

控
え
目
に
し
、
徐
行
運
転

を
／

☆
子
供
が
道
路
を
横
断
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
き
は
、
後

続
車
に
合
図
を
／

☆
発
進
、
後
進
の
と
き
は
、

周
囲
に
子
供
が
い
な
い
か
を

骨
！

☆
左
折
す
る
と
き
は
、
左
側

に
自
転
車
に
乗
っ
た
子
供
や

歩
行
者
が
い
な
い
こ
と
を
十

分
確
か
め
て
徐
爺
を
／

（
、

セ
ッ
ト
と
い
う
の
も
見
か
け
ま
す
。

こ
い
も
世
に
つ
れ
、
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

中
国
で
は
、
竜
門
（
黄
河
の
上
流

に
あ
る
）
を
登
る
こ
と
の
で
き
た
こ

い
は
竜
に
な
る
と
い
わ
れ
、
立
身
出

世
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
江
戸
中
期
か
ら
今
日
の

ｌよ
う
な
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
る
風
習
が

出
で
き
た
よ
う
で
す
。

近
ご
ろ
の
若
者
は
、
立
身
出
世
よ

り
も
自
分
の
趣
味
に
合
っ
士
暮
ら
し

を
望
む
よ
う
で
す
が
、
頚
甘
五
日
に

は
、
や
っ
ぱ
り
立
身
出
世
の
シ
ン
ボ

ル
を
飾
り
た
い
の
が
親
心
と
い
う
も

の
で
し
ょ
う
か
。
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「

犯
罪
を
見
た
ら
聞
い
た
ら

す
ぐ
　
　
警
察
へ

☆
事
件
の
発
生
を
知
っ
た
と
き
は

す
ぐ
　
ー
一
一
〇
番

二
〇
番
を
受
け
る
と
数
分
以
内
に

パ
ト
カ
ー
が
か
け
つ
け
る
は
か
、
緊
急

配
備
を
し
ま
す
。
通
報
が
早
い
ほ
ど
犯

人
の
捕
ま
る
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
通

報
は
早
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は

ー
1
必
ず
届
出
を

「
被
害
が
少
な
い
か
ら
」
　
「
自
分
に

も
落
度
が
あ
っ
た
か
ら
」
　
「
面
倒
だ
か

ら
」
　
「
お
礼
参
り
が
怖
い
か
ら
」
な
ど

の
理
由
で
届
出
を
し
な
い
と
、
第
二
、

第
三
の
犯
罪
を
引
き
お
こ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
引
込
み
思
案
に
な
ら
ず
必
ず

届
出
て
く
だ
さ
い
。

☆
「
聞
き
込
み
」
　
「
情
報
提
供
」

1
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

犯
人
の
周
回
に
は
多
く
の
市
民
の
目

や
耳
が
あ
り
、
犯
行
そ
の
も
の
や
、
犯

人
の
こ
と
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
速
報
で
犯
人
が

検
挙
さ
れ
た
例
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
犯

罪
や
指
名
手
配
人
に
つ
い
て
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
警
察
官
が
「
聞
き
込
み
」

な
ど
で
お
伺
い
し
た
と
き
は
、
犯
罪
に

つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

☆
お
礼
参
り
や
仕
返
し
の

心
配
が
あ
る
と
き
は

1

ご

相

談

く

だ

さ

い

あ
な
た
が
、
警
察
に
犯
人
の
こ
と
な

ど
を
知
ら
せ
た
た
め
に
、
暴
力
団
員
な

ど
か
ら
お
礼
参
り
や
仕
返
し
を
さ
れ
る

心
髄
が
あ
る
と
き
は
、
ご
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
折
尾
警
察
署

魯

6

9

1

・

0

3

3

1

最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
タ
バ
コ

の
ポ
イ
捨
て
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と

答
え
た
人
が
、
三
人
に
一
人
も
あ
り
ま

し
た
。
歩
行
中
や
マ
イ
カ
ー
の
窓
か
ら

ポ
イ
と
捨
て
ら
れ
た
火
の
つ
い
た
タ
バ

コ
は
、
風
や
後
か
ら
釆
た
自
動
車
の
風

圧
で
火
種
が
盛
ん
に
な
り
、
コ
ロ
コ
ロ

と
こ
ろ
が
っ
て
移
動
し
ま
す
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
を
こ
ろ
が
る
の
な
ら
ま
だ

し
も
、
舞
い
上
が
り
飛
ん
で
い
っ
た
先

が
．
枯
草
″
や
。
人
家
の
板
壁
″
な
ど

だ
っ
た
ら
－
－
。
根
像
す
る
と
ゾ
ー
と

し
ま
す
。

灰
皿
に
も
み
け
し
た
つ
も
り
の
タ
バ

コ
　
ー
　
あ
と
で
煙
が
ス
ー
ッ
と
、
立
ち

昇
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

木
材
の
発
火
温
度
は
四
百
四
十
度
ぐ
ら

い
で
す
が
、
タ
バ
コ
の
火
は
六
百
度
か

ら
八
百
度
も
あ
り
ま
す
。
た
た
み
、
布

紙
、
枯
草
な
ど
は
、
木
材
よ
り
も
低
い

温
度
で
発
火
し
ま
す
。
こ
の
た
め
に
タ

バ
コ
の
火
が
、
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
に

あ
る
理
由
で
す
。

タ
バ
コ
は
、
健
康
の
た
め
に
良
く
な

い
と
、
喫
煙
者
に
と
っ
て
厳
し
い
ご
時

世
　
－
。
マ
ナ
ー
だ
け
は
、
き
ち
ん
と

守
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

☆
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

☆
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い
。

☆
灰
皿
は
大
き
く
深
い
も
の
で
、
水

を
入
れ
て
お
く
。

こ
の
″
花
″
作
っ
た
の
　
－
。

町
民
会
館
の
日
本
間
は
、
春
ら
ん

ま
ん
。
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
講
座
受

講
者
た
ち
の
作
っ
た
花
が
満
開
で

す
。

鉄骨工事始まる

－如庁舎建設工事一

来年二月完成を目指し、急ピッチで工事が進

められている庁舎建設工事－。鉄骨工業が始ま

り、大きな姿を現わしてきました。
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

を

受

け

ま

し

ょ

う

ク

最
近
、
患
者
の
発
生
数
は
非
常
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ワ
ク

チ
ン
の
普
及
に
よ
り
、
免
疫
を
も
っ
て

い
る
人
が
高
率
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

大
き
な
原
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
日
本
脳
炎
の
発
生
す
る

時
期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
受
け
ら
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
全
員

▽
実
施
期
間
　
5
月
1
5
日
～
6
月
3
0
日

▽
実
施
場
所
　
町
内
の
各
医
院
（
診
療

時
間
内
に
受
け
る
こ
と
）

▽
接
種
方
法
　
○
初
回
接
種
＝
一
週
間

か
ら
二
週
間
の
間
隔
で
二
回
接
種

○
追
加
接
種
＝
一
回
の
み
接
種

▽
料
　
金
一
回
に
つ
き
七
百
三
十
円

但
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
、
町

県
民
税
が
均
等
割
以
下
の
人
、
中

学
生
以
下
の
人
は
無
料
で
す
。

▽
注
意
事
項
　
接
種
さ
れ
る
人
は
、
役

場
衛
生
係
窓
口
に
「
問
診
票
」
を

取
り
に
来
て
下
さ
い
。
但
し
、
有

料
分
に
つ
い
て
は
、
各
医
院
に
も

お
い
て
あ
り
ま
す
。
小
・
中
学
生

は
各
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
熱
の
あ
る
人

○
慢
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
か
、

又
は
体
が
著
し
く
衰
弱
し
て
い
る

人
〇
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供

〇
一
カ
月
以
内
に
麻
疹
、
お
た
ふ
く

風
、
水
痘
な
ど
に
か
か
っ
た
子
供

○
現
在
、
妊
娠
し
て
い
る
人

ヶ
は
し
か
″
の

予
防
接
種

．
は
し
か
″
は
、
高
い
熱
が
出
た
り

し
て
、
子
供
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担

と
な
る
病
気
で
す
。
接
種
で
き
る
年
齢

に
達
し
た
ら
早
目
に
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽
該
当
年
齢

生
後
1
2
カ
月
か
ら
満
6
歳
ま
で
（
1

歳
半
か
ら
3
歳
位
ま
で
に
受
け
ら
れ

る
の
が
望
ま
し
い
で
す
）

▽
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
院

中
村
医
院
、
有
留
医
院
、
楠
本
内

科
医
院
、
楠
本
小
児
・
内
科
医
院
、

森
田
医
院
、
前
原
医
院

▽
料
　
金
　
二
千
円
　
（
但
し
、
生
活

保
護
世
帯
、
均
等
割
及
び
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
で
す
〕

※
接
種
さ
れ
る
前
に
「
問
診
票
」
を
役

場
衛
生
係
に
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

ｒ

か
健
康
″
‥
…
・
使
い
な
れ
た
言
葉
で

す
。
大
切
だ
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
さ

て
－
ど
う
す
れ
ば
タ
健
康
″
を
維
持
で

き
る
か
、
あ
ら
た
め
て
聞
か
れ
る
と
首

を
ひ
ね
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
「
健
康
と
運
動
」
　
「
健

康
と
栄
養
」
に
つ
い
て
勉
強
し
、
自
分

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

▽
申
込
み
先
　
役
場
衛
生
係
へ
　
〔
定
員

2
0
名
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

▽
そ
の
他
　
①
一
日
の
運
動
量
の
測
定

を
い
た
し
ま
す
。
⑧
楽
し
く
体
を

動
か
し
、
よ
り
健
康
的
な
生
活
を

送
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
年
齢
に
関
係
な
く
申
込
み
下

さ
い
。
㊥
原
則
と
し
て
五
回
と
も

受
講
し
て
下
さ
い
。

プｄグラム

時日副も，いずれも
ｔ

13：10～15：30

綜謂鯨波 叢骨篭汚毒※宥菜繁 欝※亮態奇嘉※隼※溜幾 売品慈㌣㌫笑壷潅∴洋裁

蝮澄鮭

′　′ｄ、Ｖノミ′

5、′む誉ノ、、0、こ÷

瀞 拍綾綾顧頼；役場西別館
開　　　　 講　　　　 式

「成人病 は予防で きる」
医　　　 師

検尿 ・血圧測定

肥満度テス ト、′デ、〝ひ豊壌ぬ班
貴ぶ奇岩

、ｒ‾ｌ
沖墾単品

Ｈぎ、プ＿ｔ

欝 響 撃 登
ー紺 軒数 動 感 搬 町民体育館 レクリエーション・ダンス 川 原 先 生

検尿 ・血圧測定

血液検査

ユ、′こ・、、、く・・賭 こ

煎 賞輯∴∴震∴十十∵」昔焦薫
遠賀保健 所 健 康 食 調 理 実 習 （Ｉ） 吉田栄養士

塩 分　 テ　 ス ト

（朝のみそ汁）

、‾′さ
、′潅

よノ、、′
、．、、転≡Ｖ

軽粟

、′1、ぎ

町民体育館 レクリエーション・ダンス 川 原 先 生 検尿 ・血圧測定

．早．1ぎ　、 遠賀保健所 健 康 食 調 理 実 習 （Ｉ） 吉 田栄養士
塩 分　 テ　 ス ト

（朝のみそ汁）

「一一
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こ
ん
な
と
き
は
…
…

婦
人
相
談
員
へ

い
ろ
い
ろ
な
心
配
事
や
、
身
の
ふ
り

方
に
つ
い
て
、
自
分
だ
け
の
力
で
は
ど

う
し
て
も
解
決
で
き
な
い
。
適
当
な
相

談
相
手
も
い
な
い
。
女
性
で
あ
る
が
た

め
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
　
－
。

自
分
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
婦
人

相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

い
っ
さ
い
無
料
で
、
相
談
内
容
は
秘
密

と
い
た
し
ま
す
。

◎
婦
人
相
談
員

遠
賀
福
祉
事
務
所
内
（
八
幡
西

区
別
松
・
県
総
合
庁
舎
3
階
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備
講
習
会

危
険
物
葡
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
6
月
1
0
日
（
日
）

▽
種
　
類
　
乙
種
（
第
1
・
2
・
3

4
類
）
及
び
丙
種

▽
会
　
場
　
北
九
州
大
学

▽
願
書
受
付

○

期

間

　

5

月

2

2

Ｒ

7

5

月

2

3

日

○
場
所
　
北
九
州
市
消
防
局

○
願
書
交
付
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

受
験
準
備
講
習
会

▽
講
習
日
　
5
月
2
9
日
（
火
）

▽
場
　
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▽
受
　
付

○
場
　
所
　
遠
賀
都
消
防
本
部

○

期

間

　

5

月

1

日

～

5

月

2

9

日

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡
消
防
本

部

予

防

係

（

含

2

9

3

・

1

2

3

1

）
　
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

｝
一
－
・
す
7
エ
ー

▽
日
　
時
　
5
月
1
8
日

午
前
1
0
時
～
午
後
－
時

▽
場
　
所
　
町
民
会
館

多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

文
化
財
め
ぐ
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▽
内
容
　
「
瀬
高
町
の
清
水
寺
・
女
山

月
の
餌
紺
巌
相
談

神
領
石
め
ぐ
り
」

▽
期
日
　
6
月
3
日
（
日
）

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
。
時
最
鬱
音
～
標

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
下
二
町
住
　
故
角
　
正
人
殿

角
　
澄
代
殿

▽
集
合
場
所
　
堀
川
バ
ス
・
清
水
バ
ス

停
（
西
鉄
柳
川
駅
ま
た
は
、
国
鉄
瀬

高
駅
か
ら
堀
川
バ
ス
・
清
水
行
ま
た

は
、
清
水
経
由
八
女
行
に
て
清
水
バ

ス
停
下
車
）

◎
年
前
1
0
時
3
0
分
集
合

▽
注
意
事
項
　
①
昼
食
は
各
自
持
参

は
、
遠
賀
福
祉
事
務
所
（
魯
6
0
1
・

2

1

2

1

）

　

へ

。

国
税
専
門
官
募
集

（
大
学
卒
業
程
度
〕

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
3
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▽
受
付
期
間
　
5
月
1
6
日
～
5
月
2
3
日

▽
申
込
み
用
紙
請
求
先

福
岡
国
税
局
か
最
寄
り
の
税
務
署

又
は
各
大
学
就
職
担
当
課

▽
申
込
み
書
の
提
出
先

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
（
福
岡

市
博
多
駅
東
二
丁
目
十
こ

▽
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
国
税
局
（
蜜
0
9
2
・
4
1

1
・
0
0
3
1
）
又
は
、
若
松
税
務

署

（

審

7

6

1

・

2

5

3

6

）

5年13日～19日

「行政梱乱避問

国民の権利や利益を守る上で

の心強いや助っ人クである「行

政相談」を、より多くの方に知

ってもらうために、行政管理庁

では毎年春と秋に「行政相談週

間」を設け、行政相談活動の紹

介につとめています。

今年の春の行政相談週間は、

5月13日（日）から19日（土）まで

ゐ1週間。匡や県・市町村の行

政についての苦情・相談があげ

ましたら行政相談委員へお気軽

にご相談ください。

だれもが気軽に利用できる「行

政相談」を、この機会に一層身

近なものにしてください。

．く行政相談委員〉

烏谷利光（き202・0560）

㊥
服
装
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
程
度
の
軽

装
の
こ
と
（
徒
歩
7
短
程
度
）

㊥
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
す
る
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委
員
会
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

福
岡
県
保
母
試
験

昭
和
五
十
九
年
福
岡
県
保
母
試
験
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
試
験
期
日
　
8
月
1
日
～
3
日

▽
会
　
場
　
第
一
保
育
短
期
大
学
及

び
第
一
経
済
大
学
（
太
宰
府
市
君
ケ

畑
二
八
二
九
）

▽
願
書
受
付
．
6
月
2
0
日
か
ら
6
月
2
7

日
ま
で
に
・
ｆ
遠
賀
福
祉
事
務
所
（
八

．
階
西
区
別
松
合
同
庁
舎
内
）
」
へ
。

▽
願
書
の
配
付
　
6
月
1
日
売
り
遠
賀

福
祉
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

．
療
こ
の
試
験
は
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

2
級
建
築
士

木
造
建
築
士

試
　
験

▽
試
験
日
　
学
　
　
科
＝
7
月
2
2
日

設
計
製
図
＝
9
月
1
6
日

▽
試
験
場
　
福
岡
大
学
（
七
隈
学
舎
）

▽

受

付

期

間

　

5

月

1

4

Ｒ

7

5

月

1

8

日

▽
受
付
場
所
　
北
九
州
土
木
事
務
所

▽
申
込
用
紙
の
交
付

5
月
7
日
か
ら
北
九
州
土
木
事
務

所
で
交
付
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
、

北
九
州
土
木
事
務
所
建
築
課
（
審
6

9

リ

・

2

7

6

1

）

へ

。

無
線
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
営
牒
灘
佐
土
原
町

大
字
上
田
島
「
久
保
土
墓
地
」

○
届
出
先
　
佐
土
原
町
役
場
環
境
衛
生

課

（

晋

0

9

8

5

・

7

3

・

2

5

7

0

0
届
出
期
限
　
5
9
年
5
月
3
1
日
ま
で



＿

昔
ば
な
し

○
。
。
…
…
タ
　
ヌ
　
キ
　
掘

筑
豊
地
方
の
炭
層
は
、
傾
斜
が
急
で
あ
る
う
え
に
湧
水

が
多
い
の
で
、
立
坑
よ
り
は
斜
坑
の
方
が
採
炭
は
容
易
で

あ
っ
た
。
昔
は
こ
れ
を
タ
ヌ
キ
掘
り
と
か
キ
ッ
ネ
掘
り
と

い
っ
た
が
、
水
巻
で
は
机
山
荘
の
工
事
の
際
に
坑
径
約
〇

・
六
メ
ー
ト
ル
、
長
旦
二
〇
～
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
江
戸
時

代
末
期
と
推
定
さ
れ
る
斜
坑
が
三
坑
み
つ
か
り
、
な
か
か

ら
ツ
ル
ハ
シ
と
思
わ
れ
る
鉄
片
の
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。タ

ヌ
キ
掘
り
に
つ
い
て
は
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～

け
ん
か

一
八
〇
〇
）
に
書
い
た
「
菓
餞
堂
雑
録
」
　
（
木
村
菜
蔑

堂
著
、
浪
速
の
人
、
画
家
、
随
筆
家
）
に
次
の
よ
う
に
記

る
さ
れ
て
い
る
。

い
し
す
み

「
石
炭
は
中
国
九
州
な
ど
よ
り
多
く
出
せ
り
、
俗
に
五

平
太
と
い
う
。
按
ず
る
に
そ
の
初
め
五
平
太
と
い
え
る
者

の
掘
り
出
せ
し
も
の
な
ら
ん
か
。
塩
浜
の
薪
に
か
え
て
こ

い
し
す
み

れ
を
用
う
。
そ
の
石
炭
を
と
る
こ
と
金
銀
を
据
り
出
す
に

う
が

同
じ
く
、
山
を
撃
ち
、
穴
を
つ
く
り
て
、
左
右
上
な
ど
に

か

こ

い

　

　

　

　

　

　

　

．

一

ｈ

ソ

丸
木
を
も
っ
て
囲
と
し
、
し
だ
い
に
撃
ｌ
　
入
る
こ
と
数
十

㊨
　
　
石
　
炭
　
物
　
語
　
㈲

ｈ
ノ
　
…
…
。
○
○

丈
、
と
り
得
て
外
に
出
る
に
穴
の
ロ
う
え
低
き
ゆ
え
、
石

か

ご

　

　

　

　

よ

つ

ぱ

い

炭
を
入
れ
た
る
藍
を
引
き
て
四
遠
に
な
り
て
出
る
。
そ
の

あ
ｈ
．
さ
ま

形
勢
図
な
る
が
如
し
、
も
っ
と
も
、
こ
の
掘
出
す
者
は
、

ば
ｈ
ソ

そ
の
土
地
の
産
の
農
民
な
ど
に
あ
ら
ず
、
五
平
太
撃
と
て

い

し

す

み

　

　

　

　

み

さ

だ

め

別
に
あ
り
て
、
諸
国
を
廻
り
て
石
炭
あ
る
山
を
鑑
定
て
価

う
が

を
極
め
、
買
切
り
て
撃
ち
取
る
こ
と
の
よ
し
聞
ゆ
。
も
っ

え

ノ

ち

と
も
こ
の
石
、
焼
く
と
き
臭
気
あ
り
て
家
内
の
日
用
に
は

用
い
が
た
し
。
異
名
、
煤
炭
、
石
墨
、
鉄
炭
、
焦
石
、
鳥

ｌ
人金

石
と
な
づ
く
。
」

こ
の
な
か
で
五
平
太
掘
り
は
、
石
炭
請
負
師
つ
ま
り
石

炭
山
師
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
す
で
に
専
業
の

石
炭
屋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

へ
五
平
太
さ
ん
に
ゃ
　
ど
こ
み
て
ほ
れ
た

背
中
の
ホ
リ
に
銀
キ
セ
ル

こ
の
炭
坑
唄
に
よ
れ
ば
、
五
平
太
も
ん
は
羽
ぶ
り
の
よ

い
伊
達
男
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
ら
に
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
長

崎
か
ら
江
戸
へ
参
府
す
る
と
き
に
書
い
た
「
江
戸
参
府
紀

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

タヌキ掘りの図

行
」
に
、
肥
前
の
ヤ
マ
を
視
察
し
た
さ
ま
を

書
い
て
い
る
。
も
っ
と
も
当
時
の
採
炭
技
術

一
－
ミ
前
述
し
た
よ
う
に
筑
前
よ
り
も
肥
前
の

方
が
進
ん
で
い
た
の
で
、
こ
れ
を
筑
豊
の
ヤ

マ
に
あ
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
二
月
十
八
日
、
浮
本
附
近
で
我
々
は
炭

坑
を
お
と
ず
れ
た
。
一
二
〇
段
の
階
段
で
ゆ

る
や
か
に
下
へ
通
ず
る
斜
坑
か
ら
石
炭
を
採

掘
す
る
。
石
板
状
の
石
炭
で
薄
い
層
を
な
し

て
泥
坂
岩
と
交
互
に
重
な
っ
て
い
た
。
日
本

人
の
同
行
者
が
も
っ
と
下
へ
行
く
の
壷
許
し

．
、
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
ｈ
約
六
〇
段
ま
で
行

っ
た
が
、
石
炭
層
の
厚
さ
は
と
ろ
に
た
ら

ず
、
わ
ず
か
数
イ
ン
チ
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と

も
深
い
と
こ
ろ
は
数
フ
ィ
ー
ト
あ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
は

採
掘
し
た
石
炭
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
個
所
で
小
さ
い
四
角
の
た
て
穴
が
排
水
の
た
め

て

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

い

に
掘
っ
て
あ
っ
た
。
挺
子
に
し
っ
か
り
つ
け
た
樋
で
、
我

々
の
国
の
ツ
ル
ベ
井
戸
の
場
合
の
よ
う
に
、
水
を
穴
か
ら

汲
み
出
す
と
い
う
。
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
が
き
わ
め
て
簡
単

れ
き
せ
い

な
方
法
で
あ
る
。
こ
の
石
炭
は
渡
背
含
有
量
が
多
い
の

で
、
普
通
は
充
分
焼
い
て
コ
ー
ク
ス
に
す
る
。
こ
れ
は
採

炭
現
場
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
戸
外
の
炭
焼
釜
に
よ
っ
て
焼

い
て
い
た
。
」

ま
た
「
肥
前
州
産
物
図
考
」
に
次
の
よ
う
に
載
せ
て
い

る
。

あ
な

「
サ
ザ
エ
の
殻
に
火
を
と
も
し
て
坑
に
入
り
、
入
口

は
、
お
よ
そ
四
、
五
尺
で
大
小
あ
っ
て
一
定
し
て
お
ら

ず
、
炭
層
の
あ
る
方
へ
向
か
っ
て
右
へ
も
左
へ
も
幾
筋
も

掘
り
す
す
み
、
と
き
に
は
山
の
向
う
側
へ
掘
り
ぬ
く
こ
と

ま
ぷ

も
あ
る
。
焚
石
は
ス
リ
と
い
う
竹
寵
に
間
歩
の
な
か
で
入

れ
、
草
に
乗
せ
て
引
き
出
す
」

こ
の
な
か
の
ス
リ
は
、
筑
豊
に
お
い
て
は
ス
ラ
と
い
う

一

ひ

・

も

が
、
こ
れ
を
坑
内
で
ひ
く
と
き
は
紐
を
輪
に
し
て
両
肩
に

通
し
、
背
中
の
金
具
に
ス
ラ
の
ひ
き
網
を
取
り
つ
け
て
、

坑
道
を
四
ツ
這
い
に
な
っ
て
ひ
套
出
し
て
い
た
。
一
般
に

炭
を
掘
る
の
は
男
の
仕
事
、
ス
ラ
を
ひ
く
の
は
女
の
仕
事

で
、
昔
は
男
女
が
一
組
に
な
っ
て
作
業
を
す
す
め
て
い
た

へ
親
の
因
果
が
子
に
ま
で
む
く
い

長
い
坑
道
で
ス
ラ
を
ひ
く

へ
さ
が
り
の
ス
ラ
は
気
に
は
め
な
い
が

・
一
〃
・
か

登
り
の
ス
ラ
は
婚
な
か
せ

先
山
の
夫
が
切
羽
か
ら
ス
ラ
を
ひ
く
妻
を
心
配
し
て
い

る
唄
で
あ
る
。

へ
タ
ヌ
キ
握
り
で
も
サ
司
ち
ゃ
ん
と
な
ら
ば

地
下
は
三
千
尺
ど
こ
ま
で
も

タ
ヌ
キ
掘
り
は
危
険
を
と
も
な
う
が
、
サ
マ
ち
ゃ
ん
と

な
ら
ば
ど
こ
ま
で
も
つ
い
て
い
く
と
い
う
、
男
が
愛
を
う

た
っ
た
坑
内
唄
で
あ
る
。

（
文
）
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